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計算科学分野では、できるだけ早 く大量のデータをサイ ト間で転送す る必要がある。

広範囲に分散 した環境 で高速データ転送 を実現す るために、多 くのアプ リケーシ ョンが

複数のTCPス トリームを利用す る手法を採用 している。複数 のTCPス トリームを並行 し

て使用す る と、パ ケッ ト損失の悪影響やTCPの ス ロースター トメカニズムを緩和 して、

総帯域幅 を改善できる。 しか し、これ ら複数 のTCPス トリー ムは、通常、デフォル トの

工Pル ーテ ィングプロ トコル に従ってルーティングされ るため、複数存在す るパスの中

で単一の最短パスのみがデータ転送 に利用 され輻榛を生 じやすい。

本研 究では、 ソフ トウ±ア定義ネ ットワー ク （SDN）技術を用いて並列TCPス トリー

ムに対 して複数のパス割 り当て、同時に活用す ることによ り、データ転送の性能 を向上

させ るマルチパス コン トロー ラを提案 した。さらに、各パス毎にネ ッ ト、ワーク状態 に応

じて最適 な並列TCPス トリーム数 を決定す る予測モデル を提案 した。

また、本論文では、ケーススタディとして、提案 システムをGridFTPに 適用 し、仮想

環境 と実環境 の両方で性能を評価 し、データ転送 を高速化す ることを示 した。特 に、現

実の世界規模 の実証実験環境 にお ける評価実験では、提案 された方法 によるデrタ 転送

がハー ドウェアの物理的限界 に近い性能 を達成 した ことを示 した。 、 ノ
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計算科 学分 野 で は、 で きるだ け早 く大量 のデ ータ をサイ ト間 で転送 す る必要

が あ り、広範 囲 に分散 した環境 で高 速 デー タ転 送 を実現 す るため に、多 くのア

プ リケー シ ョンが複数 のTCPス トリー ムを利用 す る手法 を採用 して い る。複数

のTCPス トリームを並行 して使用す る と、パ ケ ッ ト損失 の悪影響 やTCPの ス

ロース ター トメカニズ ム を緩和 して、総帯域 幅 を改善 で きるが、 これ ら複数 の

TCPス トリーム は、通常、デ フォル トのIPル ーテ ィングプロ トコル に従 ってル

ー テ ィ ングされ るた め、複数存在 す るパ スの中 で単 一 の最短 パ スの みがデー タ

転送 に利 用 され輻較 を生 じやすい。 これ に対 し、本論 文 で は ソフ トウ ェア定義

ネ ッ トワー ク （SDN） 技術 を用 いて並 列TCPス トリーム に対 して複数 のパ ス割
ノ

り当 て、 同時 に活用 す ることによ り、デ ー タ転 送 の性 能 を向上 させ るマ ルチパ

ス コ ン トロー ラを提案 してい る。 さ らに、各パ ス毎 にネ ッ トワー ク状態 に応 じ

て最適 な並列TCPス トリーム数 を決定す る予測モ デル を提案 してい る。 また、

ケース スタデ ィとして、提案 システムをGridFTPに 適用 し、仮想環 境 と実環境

の両 方 で性 能 を評価 し、 データ転送 を高速化 す るこ とを示 して い る。特 に、現

実 の世界規 模 の実証 実験 環境 にお ける評価 実験 で は、 提案 され た方 法 に よるデ

ータ転送 がハ ー ドウェアの物理的限界 に近 い性能 を達成 した こ とを示 してい る
。

この よ うに、 本論文 で は実用 環境 にお け るネ ッ トワー ク帯域 の有効 活用 が達

成 で きる新 たな手法／システ ムを提案 してお り、 と くに科 学技術計 算ネ ッ トワー

クを利用 す る研 究活動へ の貢献が強 く認 め られ る。

従 って、本論文 は博士 （工学）の学位論文 として認 め るに値 す る と判断 す る。
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